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Student Free Design Activities (One Health Collaborative Training) 

報告書 Report 

報告者 [Reporter] 

氏名 ［Full Name］ 
本平 航大 

学年 [Year] 
D4 E-mail

 

所属 [Affiliation] 大学院獣医学院 毒性学教室 

担当教員 [Instructor]

氏名 [Full Name] 
池中 良徳 

署名 [Signature] 

所属 [Affiliation] 
大学院獣医学研究院 毒性学教室 

E-mail
 

電話 [Tel] 
 

活動報告 [Activity Report]

※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。/ Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period.

タイトル [Course Title]
モンゴル国の食の安全性確保に向けた研究、普及啓発活動

実施期間 [Periods] 
2022/9/14 – 2022/10/21 

共同実施者  

［Other participants］ 

なし 

言語 [Language] 
日本語・モンゴル語・英語 

実施場所 [Location] 
モンゴル生命科学大学

申請時計画の実施報告 [Report how you carried out your plan in the application form] 

応募者は現地モンゴル国で新型コロナウイルス感染症にり患し、帰国が困難となったため、従来予定
していた2022/9/14-2022/10/12の渡航期間を延長し、2022/9/14-2022/10/21と計画を急遽変更した。こ
の変更に伴う「概要」「目的」「活動内容」に変更はなく、申請済みのSFDA申請書に沿って実施報告を
行う。 

モンゴル国の食の安全性確保に向け、大学研究者、学部学生、現場の獣医師に対して、技術輸出、普
及啓発活動を展開した。モンゴル生命科学大学では日本から技術輸出した検査手法の現地応用、技術指
導、また成果報告に向けた打ち合わせを実施した。残留動物用医薬品に関するモンゴル国の状況や改善
に向けた研究活動を共有するため、学部学生、現場の獣医師を対象に講義を実施した。 

北海道大学（渡航前） 

予定していた通り、食の安全に関する普及啓発、教育用の資料を作成した。 

モンゴル生命科学大学の共同研究者と普及啓発に用いるポスター（添付１）、モンゴル生命科学大学の
学部学生、現場の獣医師に対して実施するパワーポイント資料、講義に伴う質問票（添付２）、学部学
生用の教育教材を作成し、モンゴル国に持参した。Facebook Messengerなどのオンラインツールを利用
し、モンゴル生命科学大学で適応する残留動物用医薬品の検査手法を事前に打ち合わせた。
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モンゴル生命科学大学 （９月１５日‐９月３０日）

日本から畜産物中の残留動物用医薬品を定量する手法を輸出した。高速液相クロマトグラフィー
（HPLC）やその前処理など、本研究に関わる手法を共有し、現地の制度作りを行った。これまで共同研
究を継続していた対象化合物と合わせ、テトラサイクリン、オキシテトラサイクリン、アルベンダゾー
ル、メベンダゾール、イベルメクチン、タイロシンなどの動物用医薬品に関する定量手法を共有した
（図１左）。特にテトラサイクリン、アルベンダゾールなどのいくつかの化学物質に関しては、国際誌
への報告に向けたデータ収集を行い、論文投稿への準備を整えた。資料採材では計３か所の農場を訪問
し、生乳を採材したほか、動物用医薬品の使用状況や食生活に関するインタビューを実施した（図１中
央）。計画に加え、９月１９日にモンゴル国で開催されたInternational Conference for “PROGRESS
OF VETERINARY SCIENCE AND EDUCATION”にて、本活動の成果を口頭発表した（図１右）。さらに計画に
加え、モンゴル国の重金属汚染に関する研究の打ち合わせを行った。

図１ 左：定量手法の開発 中央：試料採材 右：国際学会にて口頭発表 

モンゴル国（地方）、モンゴル生命科学大学（１０月３日‐１０月２０日）

１０月７日にモンゴル国（Bayachandmani sum）にて、現場に赴き、獣医師に対して、残留動物用医薬
品に関する講義、実習を行った（添付３、図２）。またモンゴル生命科学大学の学部学生に対して、講
義、実習を計５回実施した（図３）。両講義では日本で準備をした添付１を配布した他、学部学生に対
しては「食の安全」を学ぶ教育教材を利用した実習を行った。両講義では講義最後にアンケート調査を
行い、講義の理解度を調査した。 

図２ Bayachandmaniにおける講義、実習風景 
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図３ 学生実習の風景 

目的達成状況報告 [Report how you achieved your goal/objectives listed in the application form] 

Goal – 1 

モンゴル国の畜産物の生産に関わる複数のステークホルダーに対して、畜産物中の残留抗生剤に関す
る普及啓発活動を実施、また大学における検査体制拡充を実現することで、モンゴル国における食の安
全に貢献することを目的とする。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今回の渡航ではモンゴル生命科学大学の研究者、学部学生、また現場で働く獣医師、酪農家など複数
のステークホルダーを対象に活動を展開した。特に普及啓発に関してはポスターを配布した他、日本で
作成した教育教材を用いた講義では、現地学生に行った事後アンケートでも良い評価を得た。また、現
地での残留動物用医薬品を定量する手法開発において、当該分野では、モンゴル生命科学大学で初めて
となる国際誌への投稿準備を整えており、大学における検査体制の拡充に貢献した。また、計画に加
え、該当テーマにおける研究成果を、国際学会にて公表し、さらに同じくモンゴル国における家畜、環
境中の重金属汚染を調査する共同研究の成果を国際誌に投稿中である。「食の安全」向上には、まだ多
数の課題が残っているものの、今回の渡航を通じ、本課題に対して、普及啓発、検査体制拡充の双方面
からアプローチを行い、有益な成果を獲得し、目的を達成したと評価した。 

Goal – 2 

申請者が本院で学習したOne Health approachを現場で実践し、残留抗生剤、薬剤耐性菌の問題に取り
組むことで、実験室実験や、国内研究では会得しえない、高い国際性、現場での俯瞰的な問題把握能
力・解決能力を養うことを目的とする。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 「食の安全」向上には申請者が専門とする分析化学のみならず、分野横断的な活動が必要不可欠であ
る。今回の渡航において、現場の獣医師や酪農家と議論できたことで、研究だけでは解決できない、課
題が浮き彫りとなった。特に現場に合わせた簡易診断の必要性が再確認され、実験室実験に加え、現場
の獣医師、酪農家を交えた、より直接、社会を対象とした研究を計画中である。 

また、モンゴル国は英語話者の人口が高くなく、日本人には、コミュニケーションに難点を抱えるこ
とが予想される。講義の中で同国における残留動物用医薬品に関する結論を提示するのではなく、危険
性や日本での例、ボードゲームを使いながら、現地学生に議論をしてもらうことを主軸に講義を進め
た。日本人研究者が開発途上国の問題を完全に理解することは難しく、今後も国際的に教育活動を進め
る上で重要なアプローチをモンゴル国で実践することができた。以上のことから、本活動により、国内
研究では会得しえない国際性や俯瞰的な問題把握能力を養う経験ができたと評価した。 

One Health Approach実践報告 [Report how your activity could link to One Health Approach] 

 残留動物用医薬品は「食の安全」に関わる重要な課題である。対象としたステークホルダーは、市民
を含め、いずれも畜産業に直接、関係のある方々だったものの、獣医療に留まらず、人への影響、また
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申請者の専攻である環境影響、さらには経済、教育など複数の領域にまたがった議論を活発的に行っ
た。特に現場の獣医師と、獣医師によるOne Healthへの貢献を、モンゴル国でどのように展開していく
か議論できた点が自身の学びにも繋がった。現地の学部学生に対して、One Healthのコンセプトを盛り
込んだ実習を行い、本院で修学した内容を共有した。また、今回、普及啓発用に作成した資料は、動物
用医薬品を専門としない研究者や市民向けのものとなっており、今後の共同研究に活かされるものと考
えられる。 

本研究領域は今後、多くの研究領域と共同で進めていく必要がある。今回、特に力を入れ研究協力を
行った「分析化学」は、残留動物用医薬品の存在を証明する、本課題の最初の、かつ重要な工程である
と考える。既にこのアプローチでは研究成果がまとまっており、今後の他の分野の研究者とOne Health 
Approachを進める上で有意義な結果を得たと考える。 

備考 [Remarks] 

※ 報告書を作成後、担当教員に確認をお願いし署名をもらってください。PDFファイルとしてVetLog上の提出

書類「Student Free Design Activities報告書」としてアップロードして下さい。

※ Please ask your instructor to check this report and get his/her signature before you submit to WISE Office. The scanned

report is to be submitted strictly through VetLog.
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添付１ 



北海道大学 

One Health フロンティア卓越大学院プログラム 

One Health Allyコース 

Student Free Design Activities報告書

Hokkaido University 

WISE Program for 

“One Health Frontier Graduate School of Excellence” 

One Health Ally Course 

Student Free Design Activities Report from 

添付２ 
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添付３ 
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